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 平成の初めころから認識されるようになってきた現在の危機は、つぎの 3 つに要約でき
るものと考えている。 
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 桜 歴史や文化的な意味を含めた語として使う 








 ヤマザクラ Cerasus jamasakura (Siebold ex Koidz.) H. Ohba var. 
jamasakura 
 カスミザクラ Cerasus leveilleana (Koehne) H. Ohba 
 
 オオヤマザクラ Cerasus sargentii (Rehder) H. Ohba var. sargentii 
 イチヨウ Cerasus serrulata ‘Hisakura’ 
 イトザクラ（シダレザクラ） Cerasus spachiana ‘Pendula’ 
 ソメイヨシノ Cerasus ×yedoensis ‘Somei-yoshino’ 
 
 ナラタケ属菌 Armillaria (Fr.:Fr.） 
 ナラタケ Armillaria mellea (Vahl:Fr.) Karst.  















 献木の最も古い記録は 1553 年（天文 22 年）であり、最も多くの桜を献木したのは 1579
年（天正 7 年）の大阪平野の豪商、末吉勘兵衛で、一万本の桜を寄進した（桐井 1993）。










1894 年（明治 27 年）には県立の吉野公園に指定され、1916 年（大正 5 年）に財団法人
吉野山保勝会が結成された。1924 年（大正 13 年）には国の史跡及名勝に、1936 年（昭








的状況に陥った（桐井 2003）。廃仏毀釈は 1874 年（明治 7 年）頃に至ってようやくその































 樹木としてのヤマザクラの衰退は、過去にも報告されている。1937 年（昭和 12 年）と
1939 年（昭和 14 年）～1941 年（昭和 16 年）には、樹齢 70～80 年生の老木に枯損と病

































井 1986）、花芽形成や開花と気象の関係（永田・万木 1981、村上ら 2007）、遺伝的構造
（Tsuda ら 2009）、葉緑素濃度の推定（Imanishi ら 2010）、里山におけるヤマザクラ群




















































し、年間平均気温は 12℃～14℃である（堀井 1961）。標高約 200 m～約 850 m にわたる
吉野山一帯では、標高と気温の一般的な関係に基づけば、山麓と山上で 3℃～7℃程度の
気温差があると推定される。アメダス吉野（宮滝）での年間平均降水量は約 1500 mm で、
1200 mm～1900 mm 前後を推移する（気象庁（2010）、1991 年～2009 年の統計値より）。  
 吉野山一帯は大峰山系から北に向かって延びる山並の一部であり、仏経ヶ岳（1915 m）、
大天井ヶ岳（1439 m）、青根ヶ峰（857.9 m）、高城山（702 m）と次第に低くなる主脈の
末端に位置する（吉野町史編集委員会 1972）（図 2-1）。吉野山の尾根は、東側には丹治
川、西側には左曽川があり、両者とも急峻な V 字谷を深く形成しているため、両側に急斜













































































































 2008 年 5 月に、吉野山のヤマザクラ群生地の中で中間の標高に位置し、もっとも代表
的（平均的）であると思われる中千本地区に、調査区 P1～P4 を設けて調査を開始した（写
真 2-2～2-5、図 2-3）。3 年間の調査においては、基本的に調査区 P1～P4 において、集中
的にデータを取得した。 
 また、同じ中千本地区において、2009 年 7 月に、樹幹の腐朽の程度を測定するために、
比較的大径木の多い集団植栽地を選び、調査区 P5 を設けた（写真 2-6、図 2-3）。さらに、
切株およびナラタケ属菌調査のため、2009年8月には調査区P2の隣接地に調査区P6を、







































































































 中千本地区の斜面（旅館 湯元宝乃家の下の斜面、地点 H1）において、胸高直径や樹高
が同程度で、隣接して生育する良好木 1 個体と不良木 1 個体を調査対象に選定した（図
2-7）。 
 気象ステーションを設置するために、中千本地区の旅館（湯元宝乃家）の屋上の地点
WS1 を選定した（図 2-7）。 
 地温計を設置するために、中千本地区の 2 地点（ST1、ST2）を選定した（図 2-5、2-6）。 
 土壌断面を調査するために、中千本地区の 6 地点（SP1～SP6）を選定した（図 2-4～
2-7）。 
 2009 年 5 月に土壌水分計および地温計を設置するために、中千本地区の 3 地点（SW1
～SW3）を選定した（図 2-5、2-6、2-8）。SW1 は調査区 P2 内、SW2 は調査区 P4 内で、
いずれも北向き斜面、SW3 は如意輪寺境内で南向き斜面を選定した。 
 2010 年 2 月には土壌水分計を設置するために、上千本、中千本、下千本の各 1 地点、
計 3 地点（SW4～SW6）を選定した（図 2-5、2-11、2-12）。いずれも吉野山に多い、北
向き斜面を選定した。また、定点撮影用のデジタルカメラを設置するために、中千本地区
の旅館（湯元宝乃家）の屋上の地点 F1 を選定した（図 2-7）。 
 2010 年 1 月～3 月に温湿度計を設置するために、吉野山全域から 10 地点（Y1～Y10）
を選定した（図 2-5、2-7、2-8、2-10～2-12）。なお、上千本地区の Y2 は SW4 と、中千
本地区の Y4 は SW5 と、Y5 は WS1 と、下千本地区の Y6 は SW6 と同一の地点である。 
 2010 年 3 月には定点撮影用のデジタルカメラを設置するために、下千本地区の地点 F2
を選定した（図 2-12）。 
 2010 年 8 月に鉛直方向の土壌水分の分布を測定するために、中千本地区の北向きおよ
び南向き斜面の計 12 地点（地点 W1～W12）を選定した（図 2-9）。 
 なお、地温計および土壌断面、土壌水分計設置地点以外のすべての調査地点の座標は、
ディファレンシャル GPS とトータルステーションを用いて測量を行った。図の背景に表
示した地図は、1991 年（平成 3 年）9 月修正の吉野町の都市計画図（縮尺 2,500 分の 1）





























































































































































































































































































































































 調査項目および方法は、下記の表 2-1 の通りである。これらの調査に加え、関連の文献
や写真の収集、吉野山のサクラ樹林の履歴や現状についての聴き取りを行った。 
 
表 2-1 吉野山サクラ調査の概要 
調査項目 方法の概要 時期 場所 






















30 cm 深に埋設して測定 
2008年 7月～






















2008 年 7 月 調査区 P1～
P4 
個体写真 各調査区 14～15 本。計約 60
本 














各調査区 14～15 本。計約 60
本の樹頂部の葉を測定 
2008 年 7 月 調査区 P1～
P4 
枝の伸長成長量 各調査区 14～15 本。計約 60
本 
2008 年 7 月 調査区 P1～
P4 
葉面積及び乾重量 各調査区 14～15 本。計約 60
本。1 個体から 15 枚の葉をサ
ンプルとして測定 





















2008 年 8 月 地点 SP1～
SP6  
天空写真 各調査区 14～15 本。計約 60
本 





























2008 年 11 月 調査区 P1～
P4 
ナラタケモドキ感染個 感染生立木の根の状態を調査 2008 年 11～ 調査区 P2 
23 
 
体の根系調査 12 月 
ウメノキゴケ着生調査 着生位置の測定と解析 2008 年 11～
12 月 
調査区 P2 
樹種、樹高、胸高直径 全個体を対象に測定 2009 年 8 月 調査区 P5 
4ランク活力度評価（夏
期） 
計 43 本。主に PiCUS 対象木 2009 年 8 月 調査区 P1、
P2、P5 
個体写真 計 43 本。主に PiCUS 対象木 2009 年 8 月 調査区 P1、
P2、P5 
芽（樹頂部） 芽の数、花芽と葉芽の割合な
ど。約 30 本 
2009 年 2 月 調査区 P1～
P4 
芽（樹冠下層） 芽の数、花芽と葉芽の割合な

















10cm, 40cm, 70cm 深に土壌
水分計（Campbell Scientific
社製、CS-616）を埋設し測定。


































年輪幅 成長錐により約 70 本を測定 2009 年 10 月 調査区 P1～
P4 











40cm, 70cm 深 











根系の伸長成長量 生育良好木、不良木 2010年 3月～




40cm, 70cm 深 








約 500 本 2010 年 3～4
月 
























樹皮の 8 項目によって評価 












































2.5.2. 夏期の 4 ランク活力度評価の基準 



















2.5.3. 開花期の 4 ランク活力度評価の基準 





























































































































































 吉野山から北東方向に約 4 km離れた吉野町宮滝に所在する吉野広域行政組合消防本部




 年平均の平均気温は 14.0℃、最高気温は 20.1℃、最低気温は 9.2℃であった。図 3-1 は
月別平均の平均気温（黒実線）、最高気温（赤破線）、最低気温（緑点線）の年変化を示し
たものであり、各色で描いた横線は最小二乗法によって期間全体の変化の傾向を直線によ

























 月別の期間平均値は 111.1 mm であり、年間降水量の平均は 1312.7 mm である。図 3-2
は月別積算降水量（黒点線）の年変化を示している。直線は最小二乗法による期間全体の






















 下千本の七曲り（標高 284 m）と中千本の五郎平茶屋（同 398 m）との月平均気温を比
較すると、11 月、12 月、1 月は七曲りで 0.6℃～1.1℃低いが、2 月～10 月はその差が±
0.2℃以下で概ね類似した気温特性となっている（図 3-3）。五郎平茶屋より約 160 m、約
325 m 標高の高い上千本の大曲り、高城山ではそれぞれ 1℃弱、2℃程度月平均気温が低
















図 3-3 吉野山各所における 2010 年気温観測値 
吉野山各所における 2010 年 1 月 24 日～同年 12 月 21 日までの TR77Ui（T&D社）によ
る気温観測値の月平均値と年平均値を示す。参考として吉野広域行政組合消防本部（宮滝）
































































 集中的な調査を行った調査区 P1～P5 の樹高と胸高直径の分布は、それぞれ図 3-5、3-6




区 P3 は、調査区 P1 と同様に様々な樹高のヤマザクラが混ざっていたが、胸高直径は調
査区 P１よりも全体に小さかった。調査区 P4 は、胸高直径がやや小さく、樹高や胸高直




















図 3-5 調査区 P1～P5 のヤマザクラの樹高（m）の分布 
調査区 P1～P4 は 2008 年 8 月 19 日、調査区 P5 は 2009 年 8 月 12 日の測定結果である 
























図 3-6 調査区 P1～P5 のヤマザクラの胸高直径（cm）の分布 

















写真 3-2 毎木調査の様子  
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3.2.2. 夏期の 4 ランク活力度評価及び樹冠投影図 
 2008 年と 2009 年の夏期に実施した 4 ランク活力度評価の結果は、以下の通りであった
（図 3-7）。調査区 P1 および P2 のヤマザクラの活力度は様々であった。調査区 P2 のヤ
マザクラの活力度は、生育状態の良好な個体から不良な個体まで特に幅広く分布していた。
調査区 P3 のヤマザクラは全体的に活力度がやや低く、調査区 P4 のヤマザクラは全体的
に活力度が高かった。調査区 P5 のヤマザクラは全体的に活力度が低かった。 
 調査区 P3 に活力度がやや低いヤマザクラが見られた理由は、他の調査区と比較して被
陰された個体が多かったためであると考えられる（図 3-8）。調査区 P4 の活力度が高く、
調査区 P5 の活力度が低かったことには、調査区 P4 で樹齢が若く、調査区 P5 で樹齢が高
いことが影響していると考えられる。 
 4 ランク活力度評価は、評価ランクの 1 は良好、2 はやや良好、3 はやや不良、4 は不良
を表していることから、8 項目の評価ランクの平均値が 2.5 以上の個体を生育不良と考え

















図 3-7 調査区 P1～P5 のヤマザクラの夏期 4 ランク活力度評価の結果（各個体の 8 項目
の平均値の分布） 
調査区 P1 は 2008 年 7 月 19 日、P2～P4 は 2008 年 7 月 20 日、調査区 P5 は 2009 年 8
月 12 日の評価結果である。柴田（2007）に基づき、樹勢、樹形、枝の伸長成長量、梢端
の枯損、枝葉の密度、葉の形・大きさ、葉色、樹皮の 8 項目について、4 段階で評価を行






















































































図 3-8(c) 調査区 P3 及び P4 の樹冠投影図（点は幹の位置を、多角形は樹冠を表す） 












































として知られている。調査区 P1～P4 のヤマザクラの葉の SPAD 値は、中央値が約 40 以






















図 3-9 調査区 P1～P4 のヤマザクラの葉緑素濃度（SPAD値）の分布 
樹頂部の頂枝から 2 枚の平均的な葉をサンプルとして選出し、各葉について 3 点計測を行
った。図は各個体の平均値の分布を示す 





 調査区 P1～P4 のヤマザクラの 2008 年成長期（成長開始期から調査日 7 月 19 日・20
日まで）の頂枝の伸長成長量は図 3-10 の通りであった。調査区 P1 のヤマザクラは全体的
に頂枝の伸長成長量が小さかった。調査区 P3 のヤマザクラの伸長成長量の中央値は、調
査区 P1 や P2 よりも大きい傾向があった。調査区 P4 のヤマザクラの伸長成長量は他の調
査区よりも大きい傾向があった。 
 調査区 P1～P4 のヤマザクラの 2008 年成長期（成長開始期から成長休止期まで）の幹
の肥大成長量は図 3-11 の通りであった。調査区 P3 のヤマザクラは全体的に幹の肥大成長
量が小さかった。調査区 P4 のヤマザクラの肥大成長量は大きい傾向があった。 
























図 3-10 調査区 P1～P4 のヤマザクラにおける 2008 年成長期（成長開始期から調査日 7










































































































できない。そのため、調査区 P1 及び P5 で胸高直径が概ね 40 cm よりも大きな個体を測
定の対象とした。測定の結果、樹幹腐朽面積率（%）と、樹高（m）あるいは胸高直径（cm）
との間の Spearmanの順位相関係数は統計的に有意ではなかったが、樹高が約 16 m以上、
あるいは胸高直径が約 70 cm 以上の大きなヤマザクラでは、樹幹腐朽面積率が低い傾向が
見られた（図 3-15）。この結果は、樹幹の腐朽が進行すると、大きな樹体を支えきれずに
枯損する個体が増えることを反映していると思われる。すなわち、樹高が約 16 m 以上、































































図 3-16 樹木下部から上部へ腐朽が進行している例（調査区 P5、個体番号 W248） 




































図 3-17 樹木上部から下部への腐朽進行の例（調査区 P7、個体番号 A923） 











































表 3-1 弾性波樹木画像診断システムで測定を行ったヤマザクラの地上 1.3ｍ高の樹幹腐
朽面積率（%）と夏期の 4 ランク活力度評価の間の Spearman の順位相関係数（個体数
n=24 本） 

















0.25 0.11 0.22 0.14 0.10 0.07 0.28 0.15 0.18 
※ Spearman の順位相関係数はいずれも統計的に有意ではなかった 
 






























 地点 H1 において、生育良好木と生育不良木の樹液流速度を測定した。 
 生育良好木は、胸高直径 36.4 cmのヤマザクラで、2008 年 8 月 8 日の夏期の 4 ランク
活力度評価では、樹勢 1、樹形 1、枝の伸長量 1、梢端の枯損 1、枝葉の密度 1、葉の形と
大きさ 1、葉色 1、樹皮 2、2009 年 4 月 11 日の開花期の 4 ランク活力度評価では、樹頂
部の頂枝の芽の数 2、樹頂部の頂枝における葉芽と花芽の比率 2 と評価された。 
 生育不良木は、胸高直径 42.0 cmのヤマザクラで、2008 年 8 月 8 日の夏期の 4 ランク
活力度評価では、樹勢 3、樹形 2、枝の伸長量 3、梢端の枯損 3、枝葉の密度 3、葉の形と
大きさ 2、葉色 3、樹皮 2、2009 年 4 月 11 日の開花期の 4 ランク活力度評価では、樹頂
部の頂枝の芽の数 4、樹頂部の頂枝における葉芽と花芽の比率 4 と評価された。 
 樹液流速度の測定の結果、2008 年夏の生育不良木の樹液流速度は、生育良好木よりも
遅い傾向が見られた（図 3-18）。 













































図 3-18 地点 H1 における 2008 年夏のヤマザクラの樹液流速度と環境条件（未発表デー
タ） 
上から順に、相対湿度（%）、日射量（MJ m-2）、樹液流速度（mL cm-2 min-1）、降水量
（mm/10min）、土壌水分量（pF）を表す。相対湿度、日射量、降水量は、近接する地点
WS1 で観測された。 
※ 横軸は 1 月 1 日からの日数（200 は 7 月 19 日、220 は 8 月 8 日、240 は 8 月 28 日、260 は 9 月 17
日）を表す。土壌水分量の単位、pF は圧力水頭（H2O cm）の常用対数である。pF が大きいほど乾燥し





3.2.9. 開花期の 4 ランク活力度評価 
 サクラを適切に管理するためには、活力度の評価が必要となるが、開花期の着花状況に
基づく活力度評価の方法は定まっていない。そこで、調査区 P1～P4 のヤマザクラ 57 本





























 ヤマザクラ樹幹から成長錐で 25 mm 程度のサンプルを採取し年輪解析を行った。生育
良好な個体は年輪幅がおおむね 3～6 mmで成長していた（図 3-19）のにたいして、生育






















































































図 3-22 外見上は生育良好な個体（調査区 P2、B700、推定 50 年生、ナラタケモドキ感



























































 五郎平茶屋の調査区 P2 で 2007 年～2008 年に伐倒された枯死木の多くは、最近の 3～10
年間の肥大成長が急激に減少しており、衰退傾向にあって枯死したと考えられる。七曲り
の 1 本を除いては徐々に年輪幅が減少しており、マツ枯れのように 1 年で突然枯死したも



































































































 調査区 P2 を含む 8,600 m2の五郎平茶屋斜面下部の調査区（五下調査区とする）のすべ
ての切株の位置をディファレンシャル GPS とトータルステーションを使って測量した。
調査区には 102 個の切株があり、切株の材部と樹皮の腐朽分解の程度を規準に枯死年を推
定した。その結果、1990 年以降 2009 年までに枯死したヤマザクラは推定 88 本で、1 年
間に平均 4.4 本が枯死し、1 ha 当たりでは年間 5.1 本が枯死していたことがわかった（図
3-26）。ヤマザクラの枯死本数は 1998 年の台風被害直後にもっとも多かった。 









外方に広範囲に分布していた（図 3-27、38）。ナラタケモドキ子実体が発生した 22 個の


































































          





        
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          


















 調査区 P1 の SP1 の土壌断面は、A 層は 6 cm であり、C 層上端までの深さは 27 cmで
あった。尾根部に位置しているため、土壌層はあまり厚くなかった。 
 調査区 P2 の SP2 と SP5 は近接していたが、土壌断面が異なっていた。SP2 の土壌断
面は、A 層が 15cm 深まで、その下は 180 cm 深まで BC 層が続いていた。一方で、SP5
は、A層は 17cm深までと SP2とほぼ同じであったが、BC層は 38 cm深で終わっていた。
調査区 P3 の SP3 や調査区 P4 の SP4、調査区 P5 周辺の SP6 の土壌断面では、BC 層は




 調査区 P1 の SP1 や調査区 P3 の SP3、調査区 P4 の SP4 の土壌断面は層界が明瞭ある




 地点 SP1～SP6 における土壌断面調査の結果、局所的に土壌断面に差異が認められる場
合もあったが、C 層上端までの土壌深さは、尾根部で約 30 cm、斜面中腹で概ね約 40～
60 cmであった。なお、C 層は母材層であるが、風化が一部で進んでいることから、樹木
の根が C 層に入り込んでいる様子も見られたことを付記しておく。 









 調査の結果、長谷川式土壌貫入計の打撃ごとの貫入量である軟らか度 S 値（cm/drop）
が 0.7 よりも軟らかい土壌の最深位置は、不良木 B681 を除いて、良好木の生存根の多く
観察された深さと概ね一致していることが確認された（表 3-2）。S 値 0.7 は、日本造園学
会緑化環境工学研究委員会（2000）のまとめた長谷川式土壌貫入計の判定基準値の 1 つで





の根は S 値 0.5 以下ではほぼ侵入不可能であったこと（長谷川ら 1984）においても知ら
れており、吉野山でも概ね妥当な基準値であると考えられた。 
 土壌硬度の結果（付録 J. 土壌硬度と根系分布）からは、調査地点では踏圧等による土
壌の固結は認められず、土壌の硬さが B681 や C690 のヤマザクラの生育不良の原因には
なっていないと考えられた。 




理由の 1 つに、岩盤亀裂への根の伸長があると考えられた。 
 










A906 53.7 cm 0～50 cm（部分的に100 cmまで） 約50～65 cm以深は風化頁岩層
B681 82.8 cm 0～50 cm 全測点において貫入計最深位置のS値>0.7
B688 88.0 cm 0～100 cm 1測点において貫入計最深位置のS値>0.7















写真 3-12 風化岩盤の亀裂を伸長する根系 
 
 





 調査地点の土壌の飽和透水係数は、いずれも 10-4～10-3 m/sの桁の値であった（図 3-28）。
日本造園学会緑化環境工学研究委員会（2000）の緑化事業における植栽基盤整備マニュア







あるが、約 15～約 105 L/m3であった（図 3-29）。日本造園学会緑化環境工学研究委員会
（2000）の緑化事業における植栽基盤整備マニュアルでは、有効水 120< L/m3は優、120
～80 L/m3は良、80～40 L/m3は不良、40> L/m3は極不良と区分されていることから、吉
野山の調査地点の土壌の有効水は良～不良～極不良であると評価することができる。調査
地点あるいは深さの異なる 37 ヶ所の土壌について、1 ヶ所につき 3 サンプルの有効水の
平均値を用いて検討したところ、有効水 120～80 L/m3は 9ヶ所、80～40 L/m3は 23ヶ所、












































































































































































































































































































































 2009 年に中千本地区の SW1～SW3 において土壌水分の変動を観測した結果、夏（8 月
～9 月）に晴天が続くと、永久しおれ点とされる pF4.2 よりも土壌が乾燥し、ヤマザクラ
の生育に悪影響を与えるレベルまで土壌水分が低下することがわかった（図 3-30）。 




2009 年の場合、SW3 では土壌の深さ 10cm、40cm、70cm のすべてで、pF4.2 よりも土

























































図 3-30 SW1、SW2、SW3 における 2009 年 5 月 10 日～11 月 28 日の土壌水分量（pF）
の変動の様子（未発表データ） 
赤：土壌深 10cm、緑：40cm、青：70cmにおける土壌水分量の変動を表す 
※ 土壌水分量（pF）のグラフの見方：横軸は 1 月 1 日からの日数（150 は 5 月 30 日、200 は 7 月 19
日、250 は 9 月 7 日、300 は 10 月 27 日）を表す。縦軸は土壌水分量（pF）である。pF は圧力水頭（H2O 
cm）の常用対数である。pF が大きいほど乾燥した状態であることを表す。pF1.8（または 1.7）は圃場








 2010 年 8 月 16 日に地点 W1～W12 において土壌水分計付貫入計（CPMP、Kosugi ら 
2009）によって、土壌水分の鉛直方向の分布について測定を行った。測定は基岩層の上端
を定義するため Nc’値 100 を超えたところで打ち切りとした。 
 W1～W12 までの土壌水分の鉛直方向の分布は、深さによってばらつきがあったが、南
向き斜面の尾根部から谷部にかけて測線をとった W8～W12 では、北向き斜面の尾根部か
ら谷部にかけて測線をとった W1～W7 よりも、体積含水率が低い傾向が見られた（図 3-31、
32）。この結果は、2009 年に測定した南向き斜面と北向き斜面の土壌水分変動の結果（図
3-30）とも一致する。根系分布の調査により、ヤマザクラの大部分の根が侵入する深さは





 また、Nc’値 100 で定義される基岩層までの深さは、北向き斜面、南向き斜面ともに同
様の傾向を示し、尾根部（W1 や W8）では約 70 cm と浅いが、斜面上部から中腹（W2
～4、W9、W10）は約 220～250 cmと深くなり、斜面下部（W5、W6、W11、W12）に
なると約 110～50 cm と再び浅くなっていた（図 3-31、32）。谷部（W7）では基岩層まで







































































































































































































































































































































































 地点 SP1～SP6 の土壌の pH（H2O）は概ね 4.5～5.0 程度であった（図 3-34）。日本の
褐色森林土壌の pH は 4.5～5.5 に入る場合が多い（河田 1982）ことから、ほとんどの調
査地点の土壌の pH は標準的な値であると言える。また、日本造園学会緑化環境工学研究
委員会（2000）の緑化事業における植栽基盤整備マニュアルでは、pH（H2O）5.6～6.8
は優、4.5～5.6 または 6.8～8.0 は良、3.5～4.5 または 8.0～9.5 は不良、3.5>または 9.5<
は極不良と区分されていることから、吉野山の調査地点の土壌の pH は優～良であると評
価することができる。 
 地点 SP1～SP6 の陽イオン交換容量（CEC）は、約 15～約 35 cmolc kg-1であった（図
3-35）。奈良県吉野郡天川村毛敷谷のスギ・ヒノキ林の褐色森林土の表層の CEC は 25.5 
cmolc kg-1、次層は 18.5 cmolc kg-1、全国の褐色森林土の表層の CEC の平均値は 30.4±5.0 
cmolc kg-1（95％信頼区間）、次層は 22.2±4.4 cmolc kg-1（95％信頼区間）であった（環
境庁酸性雨研究センター 1999）ことから、調査地点の土壌の CEC は概ね標準的な値を
示していると言える。また、日本造園学会緑化環境工学研究委員会（2000）の緑化事業に
おける植栽基盤整備マニュアルでは、CEC 20<は優、20～6 は良、6>は不良と区分されて
いることから、吉野山の調査地点の土壌の CEC は優～良であると評価することができる。 
 地点 SP1～SP6 の炭素含有率と窒素含有率は、河田（1982）の日本の森林土壌の目安
（表 3-4）と比較して、値のやや低い地点・層位も見られたが、全体的には標準的な値で
あったと言える（表 3-3）。調査地点の A 層の C/N 比も、河田（1982）の日本の森林土壌
の目安（表 3-4）と比較して、値のやや低い地点・層位も見られたが、全体的には標準的
な値であったと言える（表 3-3）。また、調査地点の BC 層の C/N 比も、土壌中の無機態
窒素が分解微生物によって固定（有機化）されて植物に利用されにくくなる現象である窒
素飢餓を引き起こすとされる約 30（高橋 2007）よりも小さな値であり（表 3-3）、問題の
ない値と考えることができる。 
 なお、測定方法は異なるが、2010 年の五郎平茶屋の試料では CEC が低かったことや、
アルミニウムイオンが他のイオンよりも高い割合で溶出していたことから窒素飽和状態
の可能性も指摘されているため、土壌化学性については今後も検討が必要と考えられる。 
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SP1 A2 1.62 0.19 8.3 
 BC 0.84 0.12 7.2 
SP2 A 2.60 0.29 8.9 
 BC1 1.67 0.19 8.7 
SP3 A1 8.41 0.61 13.7 
 A2 4.02 0.27 14.7 
 BC1 1.64 0.14 11.8 
 BC2 0.74 0.08 8.9 
SP4 A1 6.35 0.47 13.5 
 A2 3.03 0.20 15.3 
 BC1 0.92 0.08 11.1 
 BC2 0.57 0.06 9.2 
SP5 A1 5.52 0.52 10.7 
 A2 2.32 0.25 9.2 
 BC1 1.45 0.16 8.9 
 BC2 1.06 0.13 8.4 
SP6 BC1 2.42 0.28 8.8 
 BC3 1.42 0.18 7.7 
  乾式燃焼法による測定結果 
 
 







L 47～55 0.4～1.6  
F 35～45 1.0～1.5 30～40 
H 25～35 1.0～1.5 20～30 
A 4～15 0.3～1.0 12～30 
B 1～6 0.1～0.5  






 ナラタケ属子実体の種は、形態的特徴と rDNA の ITS 領域のシークエンスにより同定
した。ナラタケモドキ子実体は、調査区 P2 を含む 8,600 m2の五郎平茶屋斜面下部の調査
区（五下調査区とする）の 22 個の切株の地際またはその周辺からと、5 個体の生育良好
木周辺を含む 89 ヶ所の地上部からの計 111 ヶ所から発生した（写真 3-15）。2010 年には
ナラタケが 4 個の切株地際から発生した（写真 3-16）。2008 年～2010 年において五下調
査区の切株総数に対するナラタケモドキ子実体発生切株の比率は 21.6 %、ナラタケ子実体




 推定枯死年が 2000年から 2010年 7月までの切株に限って分析すると、枯死木の 45.5 %
からナラタケ属子実体が発生し、この 10 年間のヤマザクラの枯損にナラタケ属菌の感染
が強く関与していることが示唆された。実際に、伐倒時期の明確な 2005 年の 3 本と、2007










































1) 調査区 P1～P4 のナラタケ属菌の水平分布 
 調査区P1～P4の標識杭周辺の土壌を 4 mmメッシュの篩で篩い分けてヤマザクラの根
系を採取した。これらの根系を微弱発光計数装置（浜松ホトニクス製、9692-02）（写真
3-17）で発光量を計測し、360 counts/sec 以上を発光菌糸体とした。なお、調査区内の 10
種の野生きのこの子実体を発生する基質部分（菌糸体）と、7 種の食用きのこの培養菌糸
体の微弱発光を計測し、ナラタケ属菌の発光量と比較したが、ウズラタケの 150 counts/sec
以外は発光を示さなかったため、土壌サンプル中の 360 counts/sec 以上の発光性を有する
根系はナラタケ属菌感染根とした。 
 微弱発光を示す根系は、調査区 P1 では斜面下部の 7 ヶ所、調査区 P2 ではおもに北東
－北斜面の 8 ヶ所、調査区 P3 では斜面下部の 1 ヶ所、調査区 P4 では斜面下部の 3 ヶ所
から検出された（図 3-36）。これらの発光菌糸体を有する根系の存在は、ナラタケ属菌の
存在を示すものと考えられる。ナラタケモドキ子実体が発生したのは調査区 P2 のみで、


































図 3-36 調査区 P1～P4 のナラタケ属菌の水平分布 
（図は上が概ね北向きとなるように表した） 
  
      は発光菌糸体の検出位置   はナラタケモドキ子実体発生位置 
 
Plot-1           Plot-2                                   Plot-3 
 


















 ナラタケ属菌の生息密度がきわめて高いと予測された調査区 P2 を含む五下調査区
（8,600 m2）のナラタケ属菌の水平分布を詳細に調べた。標識杭周辺を含む調査区内の




が暗黒下で発光を目視確認できる場合もナラタケ属菌感染切株とみなした（写真 3-18）。  








































図 3-37 ナラタケモドキが感染した根系と微弱発光数値 
  






































図 3-38 調査区 P2、P6 およびその周辺のナラタケ属子実体と発光菌糸体の水平分布  




     
 
   
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          














































 健全な細根（写真 3-20 左）に比べて、衰退した細根は白根がなくなり根端が壊死し、








































































































れた調査区 P1 の斜面下部にも同じことがいえる。 
■生物防除 
 トリコデルマ属菌との対峙培養によるナラタケ属菌の死滅（溶菌）過程のモデル実験を
試み、ナラタケ属菌に対する生物防除剤としての Trichoderma viride の防除効果を in 
vitro で（ガラス器内で）評価した。トリコデルマ属菌との対峙培養開始 18～24 時間後か































































































































＊平均肥大成長率（%）＝[最古年枝の直径÷平均新梢直径（3.068）] ×100 / (枝年数－1) 
 測定できるかぎりの年数の平均伸長成長量と平均肥大成長率の相関や、ウメノキゴケの
着生部位（梢端からの距離）とそれぞれの平均成長量との相関を調べた。 
 その結果、枝条の伸長成長量には個体間で著しく差があり、11 年で 7.3 cm や 8 年で 4.6 
cm のきわめて成長の悪い個体から、2 年で 109 cmや 4 年で 156.3 cm の成長の良好な個
体まで大きな変異があった。枝条の肥大成長も 4 年枝で直径 10.9～13.8 mm のものから
11 年枝で直径 4.2～5.2 mm のものまで大きな成長の違いが認められた。 
 平均肥大成長率と平均伸長成長量はよく相関し、ウメノキゴケが着生する枝条は伸長・
肥大成長ともに劣悪なものであることが明らかになった（図 3-40）。ウメノキゴケは平均
伸長成長量が約 110 mm 以下、平均肥大成長率が 57 ％以下の枝条に着生していた（図





が梢端からおおむね 30 cm 以内に着生している場合、枝条の平均伸長成長量は 40 mm以
下の樹勢の衰退した個体であった（図 3-41）。平均伸長成長が年間にわずか 10 mm 以下





























































































































同じ場所に戻ってくるのは、2～3 年に 1 回となっている。 
・以前は、油粕を与えていたが、現在は発酵鶏糞を与えている。 
・以前は、木のまわりに深さ 15～20 cm の溝を掘って埋めていたが、今は撒くだけであ
る。 













■1998 年（平成 10 年）9 月の台風 7 号の被害 
・全部で 460 本のサクラの被害があった。 
・五郎平茶屋の調査区 P2 の斜面では約 10 本の倒木があった。 




た（場所は調査区 P3 の向こう側）。 
・14～15 年前に、雑木林の下の萱の根をとって、地表 30 cm の表土を剥いで、植栽し
た。 
・現在は 30～40 年生ではないか。3 m 高の苗を植えた。 















・昭和 23 年からサクランボ拾い 
・昭和 30 年代から、ほとんど植えていない。 
・昭和 30 年代は、観光では食べて行けなかった。 
・風呂は五右衛門風呂で、田や畑、山はきれいだった。 
・昭和 45 年頃から 20 年前までは、S さん（樹木医・管理人・窓口）が 20 年間、奈良
県の職員として、職員 1 人で管理をされていた。目についたところだけ手入れしてい
た。ゴミの掃除などをしながらなので、できることは限られていた。 
・昭和 45 年 観光道路整備 
・万博以降、観光業が伸びた。銀行も金を貸してくれるようになった。 
・昭和 60 年代、20 数年前に、感覚として 20 年後はだめになるのではという感じがあっ
た。 
・施肥など公園の管理は、かつては町内会でしていた。管理できない場所は、雑木林に
なっていった。平成 3 年頃から、お金を集めて保勝会に依頼する形となった。 
・県の調査のあった平成 6 年以降から、保勝会が大規模に植え始めた。 
・県の調査の後、被圧木、風通し、補植の管理や、新しい植栽地の開発を始めた。 
・保勝会で、累計 2500～3000 本は植栽した。場所は、花山や塔尾。 




千本→中千本→上千本というように、同じ場所には 3 年で 1 度まわるように行ってい
る。 
・昔は油粕をやっていたが、イノシシによる被害があるので、今は鶏糞をつかっている。 




 吉野山の人口 800 人弱 
 観光業 約 115 軒（専業はこの内 35 軒） 
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 保勝会役員 30 名（商工会、保勝会、観光協会などとメンバーは重複する） 




・平成 12～13 年頃までは、Y さんが、吉野山で種子を採られて、苗を育てておられた
ので、それを買っていた。 
・Y さんが作られなくなってからは、6 年前から保勝会で、Y さんのところから 1 年生













































枝枯れの発生している推定 20年生のヤマザクラである。2010年 5月 30日～6月 1日に、
すべての枯れ枝を剪定バサミやノコギリで剪定した（写真 3-27）。剪定後に樹木保護資材
（商品名「樹木の味方」サン・アクト株式会社製）を塗布した。 
 剪定後 54 日経過した 7 月 24 日に癒合状況を確認した結果、切口 72 ヶ所のうち 53 ヶ
所（約 74％）に癒合組織の形成が認められた（写真 3-28）。剪定 1 年 3 ヵ月後（2011 年
8 月 24 日）の時点で、53 ヶ所のうち 4 ヶ所は完全に癒合し切断面が塞がっていた（写真
3-29）。 
 また、試験開始より以前に不適切な枝の剪定が行われたため、切断面から腐朽が進行し






























































 供試木（調査区 P1 外の個体 A925）は、途中から幹が 3 つの大枝に分かれており、その
うち 1 本の大枝が枯れ下がっていた（写真 3-30）。外樹皮にひび割れが入っており、先端部
は手で触れると崩れ落ちるほど腐朽が進行していた。枯損した大枝の幹との分岐部を切断





















































































































 調査区 P2 において伐倒された枯死木の多くは、枯死前の 3～10 年間の肥大成長量が減
少していた。これらのヤマザクラは、マツ枯れのように突然に枯死したのではなく、徐々
に衰退して枯死したと考えられた。 




 五郎平茶屋斜面下部調査区の切株の状態にもとづく推定により、1990 年～2009 年に 1 





































 調査区 P1～P5 のヤマザクラの測定の結果、場所によって植栽年が異なるため、樹木の
大きさの分布が多様であることがわかった。ヤマザクラの管理を行うためには、樹木サイ
ズの分布の似ている区域（集団植栽地）を一括りとして扱うのがよいと考えられた。 
 調査区 P1～P5 のヤマザクラの生育状態を、夏期に実施した樹勢、樹形、枝の伸長成長





















量、梢端の枯損、枝葉の密度、葉の形・大きさ、葉色、樹皮の 8 項目の 4 ランク活力度評
価の結果をもとに、8 項目の平均値が 2.5 以上の個体を生育不良として判定すると、ヤマ
ザクラ 74 個体中 22 個体（全体の約 30 %にあたる個体数）が生育不良であった。 




 調査区 P1～P4 のヤマザクラの樹頂部の頂枝の伸長成長量や幹の肥大成長量からは、尾
根部と斜面中腹部の成長の違いが明らかとなった。また、調査区 P3 で肥大成長量が小さ
いことが明らかとなり、樹冠の込み合いによる光環境の悪化がヤマザクラの生育不良の原
因の 1 つになっていることが示された。 
 
4.5. ヤマザクラの生育環境 
 地点 SP1～SP6 における土壌断面調査の結果、局所的に大きな差異が認められる場合も
あったが、C 層上端までの土壌の深さは、尾根部で約 30 cm、斜面中腹で約 40～60 cmで
あった。また、基岩層上端までの深さは、尾根部で約 70 cm、斜面上部から中腹で約 220





































切株のうちの 25.5%の切株にナラタケ属子実体が発生していた。この調査区で 2000 年か
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 ディファレンシャル GPS（Trimble 社製、Pathfinder Pro XH）とトータルステーショ
ン（ソキア･トプコン社製、SET310）により測量を行った。地理座標は、平面直角座標系
第 VI 系（世界測地系（測地系 2000））により表した。 
































































































































































































































































































































































































































 ディファレンシャル GPS（Trimble 社製、Pathfinder Pro XH）とトータルステーショ
ン（ソキア･トプコン社製、SET310）により測量を行った。地理座標は、平面直角座標系
第 VI 系（世界測地系（測地系 2000））により表した。 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 2008 年 7 月 18 日 胸高直径（H:1.3m）の測定 










胸高直径（cm） 備 考 
P1 A906 ヤマザクラ 1282 79.6    
P1 A907 ヤマザクラ 1193 48.5    
P1 A908 ヤマザクラ 1230 67.4 49.8   株立ち 
P1 A909 ヤマザクラ 1472 40.0    
P1 A910 ヤマザクラ 1089 76.3    
P1 A911 ヤマザクラ 638 21.0 17.8   株立ち 
P1 A912 ヤマザクラ 981 24.5 29.4   株立ち 
P1 A913 ヤマザクラ 798 18.5 5.5   株立ち 
P1 A914 ヤマザクラ 961 39.7    
P1 A915 ヤマザクラ 873 20.9 5.6   株立ち 
P1 A916 ヤマザクラ 407 3.4 3.0   株立ち 
P1 A917 ヤマザクラ 433 3.7    
P1 A918 ヤマザクラ 1482 70.9    
P1 A919 ヤマザクラ 1332 59.8    
P1 A920 ヤマザクラ 1014 56.8    
P1 A921 ヤマザクラ 488 4.7    
P1 A922 ヤマザクラ 1132 59.5    
P2 B672 ヤマザクラ 1530 53.6 62.9   株立ち 
P2 B673 ヤマザクラ 1132 47.5     
P2 B674 ヤマザクラ 1027 35.5 24.4   株立ち 
P2 B675 ヤマザクラ 1430 75.3 39.5   株立ち 
P2 B676 ヤマザクラ 1100 26.2     
P2 B677 ヤマザクラ 932 18.0 18.1   株立ち 
P2 B678 カスミザクラ 1028 30.9   2009/4/18
花確認 
P2 B679 ヤマザクラ 870 29.6     
P2 B680 ヤマザクラ 1132 81.9     
P2 B681 ヤマザクラ 1113 44.0     
P2 B682 ヤマザクラ 1730 74.7     
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P2 B683 ヤマザクラ 886 23.1     
P2 B684 ヤマザクラ 1193 28.9     
P2 B685 栽培品種 
八重、“イチヨ
ウ（一葉）” 
260 8.8   2009/4/18
花確認 
P2 B686 ヤマザクラ 777 28.0     
P2 B687 カスミザクラ 923 23.9   2009/4/18
花確認 
P2 B688 ヤマザクラ 1432 46.7     
P2 B689 ヤマザクラ 978 18.9 8.8   株立ち 
P2 B690 ヤマザクラ 1181 17.9     
P2 B691 ヤマザクラ 1292 42.8     
P2 B692 ヤマザクラ 828 15.5     
P2 B693 ヤマザクラ 793 19.1     
P2 B694 ヤマザクラ 986 50.7     
P2 B695 
(B701) 
ヤマザクラ 1492 43.7     
P2 B696 - 9.3   枯死 
P2 B697 ヤマザクラ 652 12.3 6.9   株立ち 
P2 B698 ヤマザクラ 938 35.4     
P2 B699 ヤマザクラ 932 30.3     
P3 C690 ヤマザクラ 1171 39.5 15.2   株立ち 
P3 C691 ヤマザクラ 1062 26.0 22.5 21.5 20.0 29.0  株立ち 
P3 C692 ヤマザクラ 1194 20.0     
P3 C693 ヤマザクラ 1088 38.0 8.0 38.0 26.5   株立ち 
P3 C694 カスミザクラ 852 11.0 16.8   株立ち、
2009/4/18
花確認 
P3 C695 ヤマザクラ 995 18.5 14.5 9.5 10.0 8.5  株立ち 
P3 C696 ヤマザクラ 1036 6.2 11.5 22.2   株立ち 
P3 C697 ヤマザクラ 1397 20.4 10.3   株立ち 
P3 C698 ヤマザクラ 1213 22.2 23.0 12.3 10.0 12.2 14.9 株立ち 
P3 C699 ヤマザクラ 1156 19.0 7.5   株立ち 
P3 C700 ヤマザクラ 1134 31.5 22.8 26.2 16.6   株立ち 
P3 C701 ヤマザクラ 1232 30.3 13.0   株立ち 
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P3 C702 ヤマザクラ 1093 19.4 13.1   株立ち 
P3 C703 カスミザクラ 938 14.3 8.4   株立ち、
2009/4/18
花確認 
P3 C704 ヤマザクラ 1472 36.0 25.9 26.2   株立ち 
P3 C705 ヤマザクラ 932 18.5 15.2 16.9 14.0   株立ち 
P3 C706 ヤマザクラ 585 7.1     
P3 C707 ヤマザクラ 1067 28.3 17.5   株立ち 
P3 C708 ヤマザクラ 1167 20.5     
P3 C709 ヤマザクラ 306 3.2     
P3 C710 ヤマザクラ 546 8.5     
P3 C711 ヤマザクラ 742 13.8 6.5   株立ち 
P3 C712 ヤマザクラ 1189 47.9     
P3 C713 カスミザクラ 785 17.2   2009/4/18
花確認 
P3 C714 ヤマザクラ 1281 44.9     
P3 C715 ヤマザクラ 960 30.8     
P3 C716 カスミザクラ 635 14.5 13.8 5.8   株立ち、
2009/4/18
花確認 
P3 C717 ヤマザクラ 457 4.6     
P3 C718 ヤマザクラ 1232 25.2     
P3 C719 ヤマザクラ 1292 26.3 17.7   株立ち 
P3 C720 カスミザクラ 772 10.5 11.0   株立ち 
P3 C721 ヤマザクラ 978 17.6 13.3 11.3 12.0 17.4  株立ち 
P3 C722 ヤマザクラ 1090 22.0     
P3 C723 ヤマザクラ 1432 48.5     
P3 C724 ヤマザクラ 1332 24.8 19.6   株立ち 
P3 C725 ヤマザクラ 644 11.1 9.5 5.7   株立ち 
P4 D796 ヤマザクラ 1122 30.3 32.7   株立ち 
P4 D797 ヤマザクラ 1084 41.0     
P4 D798 ヤマザクラ 1016 32.2     
P4 D799 ヤマザクラ 1130 23.7 7.7 3.4   株立ち 
P4 D800 ヤマザクラ 668 14.5 12.4 10.6 12.0 12.8  株立ち 
P4 D801 ヤマザクラ 997 26.3 14.2   株立ち 
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P4 D802 ヤマザクラ 951 22.3 13.3 15.7 4.3   株立ち 
P4 D803 ヤマザクラ 894 28.4     
P4 D804 ヤマザクラ 1180 24.6     
P4 D805 ヤマザクラ 1132 35.2 39.3   株立ち 
P4 D806 ヤマザクラ 1232 33.4 33.7   株立ち 
P4 D807 ヤマザクラ 775 38.9     
P4 D808 ヤマザクラ 889 23.7     
P4 D809 ヤマザクラ 1075 19.0 17.7   株立ち 
P4 D810 ヤマザクラ 832 17.4 12.0   株立ち 
P4 D811 ヤマザクラ 1028 21.9     
P4 D812 ヤマザクラ 810 18.1 4.7   株立ち 
P4 D813 ヤマザクラ 966 23.0     
P4 D814 ヤマザクラ 1032 34.2 23.1 24.1   株立ち 
P4 D815 ヤマザクラ 1032 31.0     
P4 D816 ヤマザクラ 1074 25.6     
P4 D817 ヤマザクラ 1018 25.6     
P4 D818 ヤマザクラ 1148 25.6 15.2 24.1   株立ち 
P4 D819 ヤマザクラ 1190 25.4 7.6   株立ち 
P4 D820 ヤマザクラ 1159 22.7 11.5   株立ち 
P4 D821 ヤマザクラ 1017 25.5     
 










胸高直径（cm） 備 考 
P5 W235 ヤマザクラ 1550 65.4            
P5 W236 ヤマザクラ 1510 66.0            
P5 W237 ヤマザクラ 1770 50.1            
P5 W238 ヤマザクラ 1490 48.0            
P5 W239 ヤマザクラ 1310 40.0            
P5 W240 ヤマザクラ 1500 47.5            
P5 W241 ヤマザクラ 1070 20.2            
P5 W242 ヤマザクラ 1720 59.3            
P5 W243 ヤマザクラ 1270 58.2            
P5 W244 ヤマザクラ 1820 69.0            
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P5 W245 カスミザクラ 1510 40.3            
P5 W246 ヤマザクラ 1260 66.0            
P5 W247 カスミザクラ 1450 39.0            
P5 W248 ヤマザクラ 1420 62.0            
P5 W249 ヤマザクラ 1340 22.5            
P5 W250 ヤマザクラ 1780 78.0            
P5 W251 ヤマザクラ 1650 60.5            
P5 W252 ヤマザクラ 1510 67.7            
P5 W253 ヤマザクラ 1770 83.0            
P5 W254 ヤマザクラ 1330 49.2            
P5 W255 ヤマザクラ 1220 19.3            
P5 W256 ヤマザクラ 1210 55.4            
P5 W257 ヤマザクラ 1750 51.0            
P5 W258 ヤマザクラ 1400 56.0            
P1 A923 ヤマザクラ 1132 39.4 33.4 48.2       株立ち 
P1 A924 ヤマザクラ 1131 63.0            
P1 A925 ヤマザクラ 1322 70.5            
P2 B700 
(B0) 
ヤマザクラ 1232 35.3            
P2 B702 ヤマザクラ 1432 57.0            
P2 B703 ヤマザクラ 1112 35.0 8.1 18.5 13.1     株立ち 
P2 B704 ヤマザクラ 1141 46.0            











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































密度、葉の形・大きさ、葉色、樹皮の 8 項目を目視により評価した。（参照 2.5.2. 夏期




































備 考 調 査 日
A906 2 1 3 2 1 1 1 2 褐斑病、コブ病 2008/7/19 
A907 3 3 3 3 3 2 1 3  2008/7/19 
A908 2 2 2 2 1 1 1 1  2008/7/19 
A909 2 1 3 2 1 1 1 2 褐斑病 2008/7/19 
A910 3 2 3 3 3 1 3 3  2008/7/19 
A911 2 1 1 2 1 1 2 2  2008/7/19 
A912 2 1 2 2 2 1 1 2  2008/7/19 
A913 1 1 1 1 1 1 1 2  2008/7/19 
A914 1 1 2 2 1 1 1 2  2008/7/19 
A915 2 1 2 2 2 1 1 2  2008/7/19 
A918 3 3 3 3 1 1 1 3  2008/7/19 
A919 3 2 3 3 2 2 1 3  2008/7/19 
A920 3 3 3 3 2 1 1 3  2008/7/19 
A922 3 2 4 3 3 2 1 3 ヤドリギ 2008/7/19 
B672 3 3 3 3 3 3 1 2  2008/7/20 
B674 2 2 2 1 2 2 1 1 全体的に葉が巻き、下に垂れてい
る。 
2008/7/20 
B675 3 3 3 3 3 2 1 2  2008/7/20 
B676 1 1 1 1 1 1 1 1  2008/7/20 
B678 2 2 1 1 2 1 1 2 カスミザクラ 2008/7/20 
B679 1 1 1 1 1 1 1 1  2008/7/20 
B680 4 3 4 4 4 2 1 4  2008/7/20 
B682 2 2 2 3 2 2 1 1 左側の株（幹）梢の成長無。 2008/7/20 
B684 1 1 1 1 1 1 1 1  2008/7/20 
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B687 2 2 1 1 2 1 2 1 カスミザクラ。片側半分が被圧で
枝が無い。 
2008/7/20 
B688 1 1 1 1 1 1 1 2  2008/7/20 
B689 1 1 1 1 1 1 1 2  2008/7/20 
B693 2 1 1 1 2 2 1 2  2008/7/20 
B695 2 2 3 2 2 2 1 2  2008/7/20 
B697 3 3 4 3 4 2 2 2  2008/7/20 
B694 3 3 3 3 3 2 1 3  2008/7/20 
B699 1 1 1 1 1 1 1 1  2008/7/20 
B681 4 4 4 4 4 2 2 4 根系調査対象木 2008/11/7 
B700 
(B0) 
3 2 2 2 2 2 1 3 ナラタケモドキ感染木 2008/11/8 
C690 2 2 2 2 3 2 1 2 被圧の影響大。 2008/7/20 
C692 3 3 1 3 4 2 1 1 梢の樹勢は 1。被圧で上方空間へ
抜けた枝は健全成長。 
2008/7/20 
C695 2 3 1 2 2 1 1 2 被圧している部分は葉量少なく
成長不良。 
2008/7/20 
C696 2 3 2 3 3 1 1 2 梢端部の葉量は多い。その他は少
ない。 
2008/7/20 
C697 2 2 1 1 2 1 1 1 ほうき状の樹形。本来の樹形では
ない。展葉部分で判断。 
2008/7/20 
C702 2 3 2 1 2 2 1 3 被圧の影響大。斜面上部の枝が無
い。 
2008/7/20 
C703 2 3 3 2 3 3 1 3 カスミザクラ。被圧の影響大。 2008/7/20 
C707 2 2 1 2 2 1 1 3 被圧の影響大。 2008/7/20 




C711 2 2 2 2 3 2 1 3  2008/7/20 
C714 2 2 2 2 2 2 1 2  2008/7/20 
C721 2 2 3 2 2 3 1 2  2008/7/20 
C724 2 3 2 2 2 3 2 2 片側半分が被圧で枝が無い。 2008/7/20 
C718 1 1 1 1 1 1 1 1  2008/7/20 





C704 1 2 1 2 1 2 1 2  2008/7/20 
D796 1 2 1 2 1 2 1 2 道路沿いで他より条件が良い。 2008/7/20 




D799 1 1 1 1 1 2 1 2  2008/7/20 
D803 1 2 1 1 1 2 1 2  2008/7/20 
D804 1 2 1 1 1 2 1 1  2008/7/20 




D806 2 2 3 2 1 2 1 2 片側半分が被圧の影響大。 2008/7/20 
D810 1 1 1 1 1 3 1 1  2008/7/20 
D812 2 1 1 1 1 2 1 3 現時点での評価。葉量多いが紅葉
しはじめている。 
2008/7/20 
D816 1 2 1 1 1 2 1 2 現時点での評価。葉の大きさが全
体に小さい。3 寄りの 2。 
2008/7/20 




D818 2 2 2 1 1 1 1 4 サクラの真下から見て判断。 2008/7/20 
D819 1 1 1 1 1 2 1 1  2008/7/20 
D820 1 1 1 1 1 2 1 1  2008/7/20 
D821 1 1 1 1 1 2 1 1  2008/7/20 
A906 2 2 2 2 2 1 2 2 ヤドリギ 2009/8/12 
A907 3 4 3 4 4 3 2 3 ヤドリギ 2009/8/12 
A908 1 1 2 2 2 2 1 1 ヤドリギ 2009/8/12 
A909 2 2 2 2 2 2 1 2 ヤドリギ 2009/8/12 
A910 3 2 3 3 3 2 2 3  2009/8/12 
A914 2 2 1 2 1 1 1 2  2009/8/12 
A918 3 3 2 3 2 2 1 3  2009/8/12 
A919 3 2 3 2 2 2 1 4 ヤドリギ 2009/8/12 
A920 3 3 3 3 2 2 1 4  2009/8/12 
A922 3 3 3 3 3 3 1 3  2009/8/12 
A923 3 3 3 3 3 3 2 3 調査区外 2009/8/12 
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A924 3 3 2 3 3 2 2 3 調査区外 2009/8/12 
A925 3 3 3 3 3 3 3 3 調査区外、大枝切断 2009/8/12 
B672 3 3 3 3 3 2 2 3  2009/8/12 
B673 4 3 4 4 4 3 3 3  2009/8/12 
B674 3 2 4 2 2 2 3 2  2009/8/12 
B675 3 3 4 3 3 2 2 3  2009/8/12 
B682 3 2 3 3 2 2 1 2  2009/8/12 
B688 1 1 1 1 1 1 1 1  2009/8/12 
B694 3 3 3 3 2 2 2 3  2009/8/12 
B700 
(B0) 
3 3 3 3 3 2 3 3 調査区外、枯れ下がり 2009/8/12 
B701 
(B695) 
3 2 3 3 2 3 2 3  2009/8/12 
B702 2 2 2 3 2 2 1 3 調査区外 2009/8/12 
B703 2 2 2 2 2 2 2 3 調査区外 2009/8/12 
B704 3 3 3 4 3 2 3 3 調査区外、ウメノキゴケ、枯れ下
がり 
2009/8/12 
B705 3 3 3 4 3 3 1 3 調査区外、大枝切断 2009/8/12 
W235 3 3 3 3 3 3 3 3 枯れ下がり 2009/8/12 
W236 4 4 4 4 4 3 3 3 枯れ下がり 2009/8/12 
W238 4 4 3 4 4 3 3 3  2009/8/21 
W239 4 4 3 4 4 3 2 3 枯れ下がり 2009/8/12 
W242 3 2 2 2 3 2 1 3 枯れ下がり 2009/8/12 
W243 3 2 2 2 2 2 3 3 若干枯れ下がり 2009/8/12 
W244 3 3 3 3 4 3 2 3 枯れ下がり 2009/8/12 
W246 3 3 3 3 3 2 2 4  2009/8/12 
W248 3 2 2 2 2 2 2 2  2009/8/12 
W250 3 2 2 3 2 2 3 2  2009/8/12 
W251 3 3 3 3 3 2 2 3  2009/8/12 
W252 3 3 3 3 3 3 3 3  2009/8/12 
W253 3 2 3 2 2 1 1 2  2009/8/12 
W254 3 3 2 3 3 3 2 3  2009/8/12 
W256 3 3 3 3 3 3 2 3  2009/8/12 
W257 3 3 3 3 3 3 2 4 大枝切断 2009/8/12 





比率、1 つの花芽から出る花数、個体全体の満開時の着花量の評価を行った（参照 2.5.3. 
























A906 4 3 2 4 4 3 2 
A907 4 4 4 4 4 3 4 
A908 2 1 1 2 2 2 1 
A909 3 2 2 3 3 3 2 
A910 4 4 3 4 4 2 2 
A911 1 1 1 1 2 1 1 
A912 1 1 1 2 1 4 1 
A913 1 1 2 1 1 2 1 
A914 3 2 2 3 3 3 1 
A915 1 2 1 2 1 3 2 
A918 4 3 2 4 4 2 2 
A919 4 3 3 4 4 2 2 
A920 4 3 3 4 4 2 2 
A922 4 3 3 4 4 1 2 
B672 4 4 3 4 4 2 3 
B674 4 2 2 3 4 2 2 
B675 4 4 3 4 4 1 2 
B676 2 1 2 2 2 2 1 
B679 2 1 1 2 2 2 1 
B680 4 4 4 4 4 2 3 
B681 4 4 4 4 4 2 4 
B682 4 3 2 4 4 3 2 
B684 2 1 1 2 2 3 1 
B688 1 1 1 2 1 3 1 
B689 2 2 1 3 1 3 3 
B693 1 1 1 2 1 3 2 
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B694 4 4 2 4 4 1 1 
B701 
(B695) 
4 3 3 4 4 2 3 
B697 4 4 4 4 4 2 4 
B698 3 2 3 3 2 3 2 
B699 1 1 1 2 1 2 1 
C690 3 2 3 3 3 4 3 
C691 2 2 1 2 1 4 2 
C692 2 3 4 3 2 4 4 
Ｃ693 1 1 1 2 2 4 1 
C695 1 2 2 2 1 4 3 
C696 4 4 4 4 4 3 4 
C697 2 2 3 2 1 4 4 
C699 3 3 3 3 3 2 4 
C702 3 3 3 3 2 4 3 
C704 2 2 1 2 2 2 1 
C705 3 2 2 4 4 4 3 
C707 2 3 3 3 1 4 4 
C708 3 3 3 3 2 4 4 
C711 3 4 4 3 2 4 4 
C714 2 3 3 3 2 2 2 
C718 1 1 1 2 1 3 1 
C721 3 3 3 3 3 4 3 
C722 3 4 4 3 2 4 4 
C723 2 1 2 2 2 3 2 
C724 2 1 1 2 2 3 1 
D796 2 1 2 2 2 3 3 
D797 4 3 2 4 4 2 2 
D799 1 1 1 2 1 3 3 
D801 1 1 1 2 1 4 4 
D803 1 2 1 2 1 4 4 
D804 1 2 1 2 1 3 3 
D805 3 3 3 3 3 3 3 
D806 4 3 3 3 3 4 3 
D808 1 1 1 2 1 4 4 
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D810 1 1 1 2 1 3 3 
D812 1 1 2 1 1 4 4 
D814 1 2 2 2 2 3 2 
D816 1 1 1 1 1 3 3 
D817 1 1 1 1 1 3 2 
D818 3 3 3 3 2 2 3 
D819 1 1 1 2 2 1 1 
D820 1 1 1 1 1 3 2 


















A906 1 35.3  37.8  36.9  36.7  35.6  
 2 32.5  33.1  38.2  34.6   
A907 1 32.4  34.5  31.2  32.7  32.7  
 2 33.9  33.1  31.0  32.7   
A908 1 34.5  35.7  36.8  35.7  38.5  
 2 42.9  42.3  38.9  41.4   
A909 1 41.2  43.2  43.7  42.7  43.3  
 2 44.7  42.9  44.3  44.0   
A910 1 40.7  40.4  41.0  40.7  42.3  
 2 42.9  44.1  44.5  43.8   
A911 1 36.7  39.7  36.3  37.6  38.1  
 2 40.4  37.3  38.1  38.6   
A912 1 41.1  38.8  37.2  39.0  40.7  
 2 43.0  43.9  39.9  42.3   
A913 1 42.7  39.8  44.9  42.5  44.1  
 2 47.6  46.2  43.4  45.7   
A914 1 32.5  34.3  34.2  33.7  34.6  
 2 33.6  36.9  36.2  35.6   
A915 1 40.8  39.7  36.9  39.1  38.6  
 2 38.0  38.2  37.8  38.0   
A918 1 44.2  43.6  43.2  43.7  42.4  
 2 42.5  39.6  41.0  41.0   
A919 1 36.7  39.3  40.1  38.7  39.9  
 2 42.1  40.5  40.4  41.0   
A920 1 35.2  40.5  39.6  38.4  40.4  
 2 43.1  43.9  39.9  42.3   
A922 1 41.6  38.8  39.3  39.9  41.6  
 2 39.9  44.5  45.4  43.3   
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B672 1 37.5  37.6  41.4  38.8  41.3  
 2 44.8  43.1  43.2  43.7   
B674 1 43.4  43.9  42.8  43.4  42.2  
 2 38.6  40.8  43.9  41.1   
B675 1 40.3  41.8  42.7  41.6  41.8  
 2 42.6  43.0  40.6  42.1   
B676 1 35.5  38.4  35.6  36.5  35.7  
 2 33.5  36.3  35.1  35.0   
B678 1 46.2  49.9  43.4  46.5  43.9  
 2 39.8  41.9  42.1  41.3   
B679 1 30.3  30.4  29.5  30.1  33.7  
 2 37.5  37.3  36.9  37.2   
B680 1 40.3  37.0  37.1  38.1  39.9  
 2 40.5  41.2  43.1  41.6   
B682 1 37.4  42.6  38.3  39.4  39.6  
 2 41.1  38.3  39.7  39.7   
B684 1 45.2  43.5  45.9  44.9  45.7  
 2 46.4  47.1  45.9  46.5   
B687 1 31.6  35.6  30.4  32.5  30.8  
 2 28.4  28.8  29.8  29.0   
B688 1 38.3  35.1  38.3  37.2  36.8  
 2 37.2  36.1  35.9  36.4   
B689 1 41.4  39.5  35.6  38.8  40.7  
 2 44.1  40.5  42.8  42.5   
B693 1 44.6  43.5  43.5  43.9  41.7  
 2 41.5  38.6  38.6  39.6   
B695 1 45.6  50.9  49.2  48.6  48.5  
 2 49.8  49.4  45.9  48.4   
B697 1 31.8  31.8  31.8  31.8  30.5  
 2 29.9  29.2  28.4  29.2   
C690 1 37.2  40.1  40.4  39.2  38.6  
 2 36.3  39.0  38.6  38.0   
C692 1 42.5  42.2  40.4  41.7  41.8  
 2 43.9  39.8  42.0  41.9   
C695 1 35.5  35.9  38.3  36.6  37.8  
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 2 40.4  38.0  38.6  39.0   
C696 1 38.3  41.5  42.3  40.7  38.5  
 2 37.5  36.0  35.1  36.2   
C697 1 46.4  45.9  47.2  46.5  46.9  
 2 47.9  47.1  46.8  47.3   
C702 1 42.0  41.8  41.0  41.6  40.9  
 2 41.9  39.9  38.8  40.2   
C708 1 44.9  46.0  46.3  45.7  45.6  
 2 45.6  46.3  44.5  45.5   
C707 1 34.7  37.1  35.9  35.9  35.4  
 2 34.6  33.6  36.7  35.0   
C711 1 32.7  35.2  30.9  32.9  31.3  
 2 30.6  29.1  29.5  29.7   
C714 1 39.6  40.2  39.5  39.8  40.3  
 2 39.4  44.2  38.6  40.7   
C724 1 35.8  36.4  38.0  36.7  37.0  
 2 36.9  38.1  36.8  37.3   
C722 1 33.9  34.3  33.4  33.9  34.4  
 2 34.4  34.4  36.0  34.9   
C721 1 39.6  38.1  47.6  41.8  43.3  
 2 41.2  44.3  48.9  44.8   
C718 1 43.1  44.3  48.8  45.4  47.4  
 2 50.4  48.4  49.2  49.3   
C704 1 46.3  42.8  46.9  45.3  45.2  
 2 45.9  44.9  44.4  45.1   
D796 1 45.0  48.6  46.6  46.7  44.0  
 2 40.3  41.6  42.1  41.3   
D797 1 26.3  27.7  27.2  27.1  27.4  
 2 28.1  28.0  27.3  27.8   
D799 1 44.6  41.4  43.3  43.1  45.1  
 2 48.3  45.6  47.3  47.1   
D803 1 42.6  43.9  43.0  43.2  43.1  
 2 43.8  42.3  43.0  43.0   
D804 1 43.2  46.8  47.0  45.7  46.3  
 2 43.6  49.4  47.8  46.9   
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D805 1 35.5  31.8  35.6  34.3  36.0  
 2 38.3  38.6  36.3  37.7   
D806 1 38.5  37.7  41.6  39.3  39.7  
 2 40.4  40.3  39.8  40.2   
D810 1 43.0  43.1  41.1  42.4  42.8  
 2 43.5  43.8  42.1  43.1   
D812 1 43.1  41.6  39.7  41.5  40.5  
 2 39.8  39.6  39.4  39.6   
D816 1 45.4  45.8  44.4  45.2  45.5  
 2 43.8  46.9  46.6  45.8   
D817 1 46.4  42.2  47.8  45.5  46.8  
 2 49.0  44.7  50.4  48.0   
D819 1 45.0  42.9  43.5  43.8  45.5  
 2 47.7  48.0  45.7  47.1   
D820 1 49.2  49.5  49.4  49.4  50.2  
 2 52.6  47.1  53.5  51.1   
D818 1 47.1  43.7  45.2  45.3  45.6  
 2 42.8  47.0  48.0  45.9   
D821 1 43.3  45.6  44.1  44.3  43.6  






 頂枝の伸長成長量は 2008 年成長期（成長開始期から調査日 7 月 19 日・20 日まで）の
成長量（cm）。幹の肥大成長量は 2008 年成長期（成長開始期から成長休止期まで）の成











A906 3 4.95 24.7  99.0  
A907 3.5 1.15 26.3  116.8  
A908 7.3 1.25 19.6  98.2  
A909 1.5 3 23.1  119.5  
A910 10 2.35 25.0  115.3  
A911 14 8.7 23.6  112.9  
A912 10.5 5.8 30.3  100.2  
A913 84.5 4.4 30.5  109.7  
A914 6.5 4.8 27.9  93.0  
A915 52.5 3.65 23.9  137.4  
A918 2.5 2.25 22.5  111.9  
A919 3.5 0.6 19.5  134.5  
A920 1.8 1.35 25.1  138.0  
A922 1.5 0.85 31.6  100.5  
B672 2.5 0.65 26.0  130.2  
B674 8.3 4.4 21.5  119.8  
B675 1.5 2.35 35.2  120.4  
B676 14 5.5 26.2  87.6  
B679 18 4.45 20.1  113.4  
B680 1.2 2.3 23.5  112.9  
B682 6.7 1.15 28.4  99.3  
B684 83 7.7 24.2  105.1  
B688 29 6.85 32.0  104.1  
B689 33 6.8 24.6  79.8  
B693 36.5 4.5 22.6  98.8  
B701(B695) 1 0.9 22.2  105.1  
B697 0.6 0.55 22.3  99.7  
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C690 10.7 1.25 22.3  107.7  
C692 21.5 5.2 26.2  91.7  
C695 33.5 3.1 20.9  104.3  
C696 11 1.85 22.6  99.4  
C697 18 4.45 30.3  104.7  
C702 10 1.8 21.5  102.8  
C704 16 2.75 22.0  122.1  
C707 19.5 1.65 25.6  127.5  
C708 39 0.65 23.4  112.2  
C711 5.3 1.8 25.2  122.4  
C714 29.5 3.85 20.0  103.3  
C718 71 5.85 20.4  125.4  
C721 16.5 0.6 25.8  113.4  
C722 15.5 0.3 17.0  85.0  
C724 16 2.1 29.4  113.9  
D796 5 4.5 20.8  123.2  
D797 0.5 1.7 11.1  108.2  
D799 30 7.8 23.4  110.4  
D803 27 8.95 29.1  109.4  
D804 54.5 9 31.2  115.3  
D805 12 1.3 26.0  101.3  
D806 8 1.4 30.9  99.8  
D810 58 5.15 22.9  104.9  
D812 33.5 5.95 23.0  97.7  
D816 28.5 8 24.0  118.6  
D817 36 10.45 26.5  105.7  
D818 19 1.7 26.2  103.2  
D819 83 10.7 29.5  97.2  
D820 44.5 9.4 23.9  87.6  


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































地点番号 SP1 （調査区 P1 尾根部） 
調査日 2008.8.18 


















層位 A1 A2 BC C 
土色 7.5YR 4/3 10YR 4/3 2.5YR 4/4 10YR 5/4 













































地点番号 SP2 （調査区 P2 斜面中腹） 
調査日 2008.8.18（～19） 


















層位 A BC1 BC2 BC3 
土色 10YR 4/2 10YR 4/3 2.5YR 4/3 10YR 4/4 













































地点番号 SP3 （調査区 P3 斜面中腹） 
調査日 2008.8.19 


















層位 A1 A2 BC1 BC2 
土色 10YR 4/2 10YR 4/4 10YR 4/6 10YR 6/6 















































地点番号 SP4 （調査区 P4 斜面中腹） 
調査日 2008.8.19 



















層位 A1 A2 BC1 BC2 
土色 10YR 4/3 10YR 5/6 10YR 5/6 10YR 5/8 

















































地点番号 SP5 （調査区 P2 斜面中腹） 
調査日 2008.8.21 



















層位 A1 A2 BC1 BC2 
土色 10YR 2/2 10YR 4/2 10YR 4/3 10YR 5/3 















































地点番号 SP6 （調査区 P5 周辺 斜面中腹） 
調査日 2008.8.21 


















層位 BC1 BC2 BC3 BC4 
土色 10YR 4/4 10YR 4/3 10YR 4/3 10YR 4/3 

















































調査区 P1  A909  生育良好木 
 















































XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 
樹勢 樹形 枝の伸長量 梢端の枯損 枝葉の密度 葉の形・大きさ 葉色 樹皮 備考

































































































































細根 18.3 0.0 0.0%
小径根 11.2 0.3 2.5%
中径根 39.3 0.0 0.0%
大径根 38.5 0.0 0.0%
特大根 44.2 0.0 0.0%






















１）根系は、S 値 0.7< と定義した
有効土層より下には侵入しにくい
（斜面位置 0～50 cm の範囲）。 
２）ただし、風化岩盤の亀裂から根
系が侵入することもあり（斜面位










（直径 2 mm 未満） 
小径根 
（直径 2～5 mm） 
中径根 
（直径 5～20 mm） 
大径根 
（直径 20～50 mm） 
特大根 
（直径 50 mm 以上） 
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調査区 P2  B688  生育良好木 
 

















































XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 
樹勢 樹形 枝の伸長量 梢端の枯損 枝葉の密度 葉の形・大きさ 葉色 樹皮 備考

































































































































細根 9.6 0.2 2.2%
小径根 3.7 0.5 11.6%
中径根 14.7 4.9 25.0%
大径根 28.9 0.0 0.0%
特大根 28.3 0.0 0.0%






















１）S 値 0.7< と定義した有効土層

















（直径 2 mm 未満） 
小径根 
（直径 2～5 mm） 
中径根 
（直径 5～20 mm） 
大径根 
（直径 20～50 mm） 
特大根 
（直径 50 mm 以上） 
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調査区 P2  B681  生育不良木（斜面上に向かって左側 1 m のところ） 
 

















































XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 
樹勢 樹形 枝の伸長量 梢端の枯損 枝葉の密度 葉の形・大きさ 葉色 樹皮 備考

































































































































細根 0.7 0.1 15.2%
小径根 0.0 0.3 100.0%
中径根 0.0 1.2 100.0%
大径根 0.0 0.0 -
特大根 0.0 86.6 100.0%






















１）S 値 0.7< と定義した有効土層

















（直径 2 mm 未満） 
小径根 
（直径 2～5 mm） 
中径根 
（直径 5～20 mm） 
大径根 
（直径 20～50 mm） 
特大根 
（直径 50 mm 以上） 
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調査区 P2  B681  生育不良木（斜面上に向かって右側 1 m のところ） 
 

















































XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 
樹勢 樹形 枝の伸長量 梢端の枯損 枝葉の密度 葉の形・大きさ 葉色 樹皮 備考

































































































































細根 5.2 1.0 16.3%
小径根 2.3 0.8 25.0%
中径根 4.9 2.5 33.3%
大径根 28.9 67.3 70.0%
特大根 103.9 0.0 0.0%






















１）S 値 0.7< と定義した有効土層
















（直径 2 mm 未満） 
小径根 
（直径 2～5 mm） 
中径根 
（直径 5～20 mm） 
大径根 
（直径 20～50 mm） 
特大根 
（直径 50 mm 以上） 
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調査区 P3  C690  生育良好木（土壌断面・根系分布は観察できず） 
 

















































XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 
樹勢 樹形 枝の伸長量 梢端の枯損 枝葉の密度 葉の形・大きさ 葉色 樹皮 備考
C690 2 2 2 2 3 2 1 2
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調査区 P4  D803  生育良好木 
 

















































XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 















XX X O 
樹勢 樹形 枝の伸長量 梢端の枯損 枝葉の密度 葉の形・大きさ 葉色 樹皮 備考

































































































































細根 11.1 2.1 15.9%
小径根 1.8 0.2 9.5%
中径根 16.0 0.0 0.0%
大径根 9.6 0.0 0.0%
特大根 28.3 0.0 0.0%






















１）S 値 0.7< と定義した有効土層

















（直径 2 mm 未満） 
小径根 
（直径 2～5 mm） 
中径根 
（直径 5～20 mm） 
大径根 
（直径 20～50 mm） 
特大根 






 風乾細土（径<2 mm）を 500 ml 容トールビーカーに 10g とり、脱塩水を 40 ml 加えた
後に、過酸化水素水を 20 ml 加え、時計皿をトールビーカーの上にのせ、一晩放置した。
翌日、さらに 25 ml の過酸化水素を加え、ドラフト内のホットプレート上で加熱した。有
機物分解が終わっていなければ、過酸化水素をさらに加え、有機物分解後、過酸化水素が
分解するまで加熱した。 
ⅱ. 粗砂（2~0.2 mm） の篩別 




ビーカーの目盛約 400 ml まで脱塩水を加え同様の操作を 4 回繰り返した。 
ⅳ. 分散 
 1 mol/L の水酸化ナトリウムを加え、pH が 9～10 になるように調節し、カルゴンを加
え 15 分間超音波処理を行った。その後 8 時間以上放置し、凝集によりトールビーカーの
底に粘土が沈んでいないことを確かめて、振とう瓶に移し脱塩水で 500 ml に定量した。 
ⅴ. ピペット法 粘土 (<0.002 mm) 
 手で十分に振とうしてから振とう瓶を水槽の中に入れ、一晩放置した。その後、手で 1
分間振とうし、ストークスの法則で計算される各粒径粒子の沈降時間に基づいて、一定時
間後、水面から 10 cm の深さに先割れピペットを静かに差し入れ、粘土画分を 10 ml 採取
した。採取液はあらかじめ絶乾・秤量したガラスバイアルに入れ、絶乾後秤量した。 
ⅵ. ピペット法 細シルト (0.02~0.002 mm)＋粘土 
 手で1分間振とう後、ストークスの法則で計算される各粒径粒子の沈降時間に基づいて、
一定時間後水面から 10 cm の深さに先割れピペットを静かに差し入れ、細シルト＋粘土画
分を 10 ml 取った。採取液はあらかじめ絶乾・秤量したガラスバイアルに入れ、絶乾後秤
量した。 
ⅶ. 細砂 (0.05~0.20 mm) および粗シルト (0.02~0.05 mm) の篩別 
 振とう瓶をよく振り混ぜ、約 5 分放置してから 10 cm までの深さを吸引除去した。その


























SP1 調査区 1（五郎平茶屋尾根） SP2 調査区 2（五郎平茶屋下） 
SP3 調査区 3（如意輪寺参道上） SP4 調査区 4（如意輪寺参道下） 
































































































SP1 調査区 1（五郎平茶屋尾根） SP2 調査区 2（五郎平茶屋下） 
SP3 調査区 3（如意輪寺参道上） SP4 調査区 4（如意輪寺参道下） 
SP5 調査区 2（五郎平茶屋下）  SP6 調査区 5 周辺（宝の家下） 
  




































































































（1）pH(H20)  (ガラス電極法) 
 風乾細土 5 g に脱塩水を 25 ml 加えて、往復振とう機にて 120 往復／分で 60 分間振り混
ぜ抽出し、pH メーター (DENVER Instrument 社製、Model 225) を用いて測定した。 
（2） pH(KCl)  (ガラス電極法) 
 風乾細土 5 g に 1 mol/L の塩化カリウム溶液を 25 ml 加えて、往復振とう機にて 120 往
復／分で 60 分間振り混ぜ抽出し、pH メーター (DENVER Instrument 社製、Model 225)
を用いて測定した。 
（3）電気伝導度(EC) 
 風乾細土 5 g に脱塩水を 5 ml 加えて、往復振とう機にて 120 往復／分で 60 分間振り混
ぜ抽出し、EC メーター (TOA Electronics 社製、CM-30S) を用いて測定した． 
（4）陽イオン交換容量(CEC) 
 アルコールによる洗浄を含む方法の酢酸アンモニウム浸出法により分析を行った。  
ⅰ.交換性塩基の抽出 
 ネジ式遠沈管 (50 ml 容) に風乾細土 5 g、1 mol/L の酢酸アンモニウム溶液 25 ml を分注
器を用いて加え、往復振とう機にて 120 往復／分で 30 分間振り混ぜた。振とう後、遠心分
離を 2000 rpm で 10 分間行い、上澄み液を 100 ml フラスコへ移した。その際、No.6 の濾
紙を用いて上澄み液を濾過した。残渣に再び 1 mol/L の酢酸アンモニウム溶液を加え、サー
モミキサーにより攪拌した後に、これらの手順を計 4 回繰り返した。尚、1 mol/L の塩化カ
リウム溶液の添加量は、すべて 25 ml とした。その後、1 mol/L の酢酸アンモニウム溶液を
メスフラスコに加え、100 ml 定容とした。 
ⅱ. 過剰のアンモニウムイオンの洗浄 
 交換性塩基抽出残渣に 10 ml の脱塩水を加え、サーモミキサーでよく攪拌した。その後
遠心分離を 2000 rpm で 10 分間行い、上澄み液を捨てた。これらの工程を計 3 回繰り返し
た。 
ⅲ. アンモニウムイオンの抽出 
 アンモニウムイオンの洗浄を行った交換性塩基抽出残渣に 30 ml の 10 ％塩化ナトリウ
ム溶液を加え、サーモミキサーを用いて沈殿を完全に粉砕、攪拌した。その後、往復振と
う機にて 120 往復／分で 60 分間振り混ぜ、2000 rpm で 10 分間遠心分離し、上澄み液を
100 ml 容メスフラスコに移した。これらの手順を計 3 回繰り返した後に、10 ％塩化ナト
リウム溶液をメスフラスコに加え、100 ml 定量とした。 
ⅳ. 蒸留及び滴定 
 2 ％ホウ酸 10 ml と混合指示薬 (0.2 ％メチルレッドと 0.2 ％メチレンブルーを 2：1 に
混合したもの)を 3 滴入れた 100 ml 容三角フラスコを水蒸気蒸留装置の吐出口に添え、先




 蒸留が完了したら、翌日に 0.01 mol/L の塩酸でアンモニウムイオンを滴定し (滴定値を x
とする)、以下の計算式により CEC (cmolc/kg) を算出した。 
 CEC(cmolc/kg) = 0.01×(x-0.30)/0.005×1000 
（5）交換性塩基 
ⅰ. 交換性塩基の抽出 
 ネジ式遠沈管 (50ml容) に風乾細土5 g、1 mol/Lの酢酸アンモニウム溶液25 mlを加え、
往復振とう機にて 120 往復／分で 30 分間振り混ぜた。振とう後、遠心分離を 2000 rpm で
10 分間行い、上澄み液を 100 ml フラスコへ移した。その際、No.6 の濾紙を用いて上澄み
液を濾過した。残渣に再び 1 mol/L の酢酸アンモニウム溶液を加え、サーモミキサーにより
攪拌した後に、これらの手順を計 4 回繰り返した。尚、1 mol/L の塩化カリウム溶液の添加
量は、すべて 25 ml とした。その後、1 mol/L の酢酸アンモニウム溶液をメスフラスコに加
え、100 ml 定容とし、抽出原液とした。 
ⅱ. 抽出原液の希釈とストロンチウムの添加 
 ナトリウム・カリウムの分析用に抽出原液を 10 倍希釈、カルシウム・マグネシウムの分
析用に抽出原液を 50 倍希釈した。尚、カリウムの分析溶液の一部は 50 倍希釈を行った。




法により、それぞれフレーム分光光度計 (SHIMADZU 社製、AA-660) を用いて交換性塩
基 (cmolc/kg) を定量した． 
（6）交換性水素・アルミニウム 
ⅰ. 土壌抽出液の作成 
 ネジ式遠沈管 (50ml 容) に風乾細土を 5 g、1 mol/L の塩化カリウム溶液を 25 ml 加え、
往復振とう機にて 120 往復／分で 30 分間振り混ぜた。振とう後、遠心分離を 2000 rpm で
10 分間行い、上澄み液を 100 ml メスフラスコへ移した。その際、No.6 の濾紙を用いて上
澄み液を濾過した。残渣に再び 1 mol/L の塩化カリウム溶液を加え、サーモミキサーにより
攪拌した後に、これらの手順を計 4 回繰り返した。尚、1 mol/L の塩化カリウム溶液の添加
量は、25 ml、25 ml、25 ml、20 ml とした。その後、1 mol/L の塩化カリウム溶液をメス
フラスコに加え、100ml 定容とした。 
ⅱ. 滴定方法 
 土壌抽出液を 10 ml 三角フラスコにとり、0.1 ％フェノールフタレインを約 3 滴加えた
後、0.01 mol/L 水酸化ナトリウム溶液でアルミニウムと水素を滴定した (滴定値を x (ml)
とする)。その後、4 ％フッ化ナトリウムを 5 ml 加え、0.01 mol/L の塩酸でアルミニウム
を滴定した (滴定値を y (ml) とする)。 
 滴定値 x、y より以下の計算式から交換性アルミニウム・水素を算出した。 
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 交換性アルミニウム (cmolc/kg) = y×0.01×100/10×100/5 
 交換性水素 (cmolc/kg) = (x-y)×0.01×100/10×100/5 
（7）全炭素・窒素・C/N 比 
 良く粉砕した絶乾土 1 g をサンプル管に秤取し、NC アナライザー (Elementar 社製、
Vario Max CN) による乾式燃焼法により測定した。 
 
 
Site Horizon Depth(cm) pH(H2O) pH(KCl) EC(μScm-) 
SP1 A2 3-8 4.92  3.54  26.5 
 BC 15-20 4.97  3.51  16.9 
SP2 A 3-10 5.09  3.84  40.1 
 BC1 25-30 4.97  3.70  27.1 
SP3 A1 0-7 4.43  3.48  84.1 
 A2 7-18 4.62  3.79  41.2 
 BC1 18-31 4.68  3.79  30.7 
 BC2 31-45 4.67  3.65  24.7 
SP4 A1 0-12 4.43  3.39  56.1 
 A2 15-20 4.65  3.77  30.7 
 BC1 30-35 4.64  3.73  26.8 
 BC2 40-45 4.62  3.72  21.4 
SP5 A1 0-5 5.57  4.76  121.1 
 A2 7-17 4.76  3.56  43.9 
 BC1 17-28 4.90  3.60  29.5 
 BC2 28-38 4.90  3.62  33.9 
SP6 BC1 0-5 6.62  5.77  78.9 






Site Horizon H+ AlN+C Ca2+ Mg2+ Na+ K+ CEC 
(cmolc kg-1) 
SP1 A2 1.54  3.32  2.92  1.06  0.14  0.29  17.25  
 BC 1.55  4.13  1.47  0.55  0.16  0.14  15.10  
SP2 A 0.92  1.30  4.56  1.64  0.14  0.43  24.10  
 BC1 1.42  2.52  2.49  0.84  0.03  0.42  22.91  
SP3 A1 2.07  6.06  1.52  1.27  0.03  0.73  34.68  
 A2 1.43  4.57  0.45  0.29  0.05  0.37  27.65  
 BC1 1.49  3.26  0.25  0.14  0.12  0.35  29.43  
 BC2 1.40  3.40  0.25  0.15  0.05  0.27  30.66  
SP4 A1 2.18  6.91  1.75  0.77  0.06  0.51  35.67  
 A2 1.23  4.66  0.37  0.15  0.07  0.36  26.27  
 BC1 1.32  2.96  0.29  0.09  0.09  0.26  25.49  
 BC2 0.21  3.84  0.27  0.08  0.04  0.14  22.19  
SP5 A1 0.53  0.00  14.55  2.77  0.05  1.11  29.16  
 A2 1.25  3.13  3.07  0.63  0.06  0.62  21.01  
 BC1 1.20  2.73  2.77  0.51  0.05  0.47  18.42  
 BC2 1.18  2.69  2.18  0.44  0.07  0.44  15.71  
SP6 BC1 0.39  0.00  10.89  2.18  0.06  1.79  18.96  






Site Horizon TN TC C/N 
(%) 
SP1 A2 0.19  1.62  8.35  
 BC 0.12  0.84  7.20  
SP2 A 0.29  2.60  8.93  
 BC1 0.19  1.67  8.68  
SP3 A1 0.61  8.41  13.72  
 A2 0.27  4.02  14.66  
 BC1 0.14  1.64  11.79  
 BC2 0.08  0.74  8.92  
SP4 A1 0.47  6.35  13.52  
 A2 0.20  3.03  15.30  
 BC1 0.08  0.92  11.12  
 BC2 0.06  0.57  9.23  
SP5 A1 0.52  5.52  10.67  
 A2 0.25  2.32  9.21  
 BC1 0.16  1.45  8.93  
 BC2 0.13  1.06  8.36  
SP6 BC1 0.28  2.42  8.78  
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